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研究課題名 日本股関節学会関節温存治療 症例データベース構築に関する研究 

研究の対象 
横浜市立大学附属病院において、股関節疾患に対して骨盤骨切りまたは大腿骨骨切り

を行われた患者さんの中で、手術部位の骨端線閉鎖後の患者さん 

研究目的 

・方法 

多施設共同研究による股関節温存治療に関する大規模データベースを構築すること

です。 

手術に関する情報を、フォームに記入し、情報の収集・分譲を行うデータセンターに

郵送をします。 

研究期間 承認日 ～ 第1例目の登録から10年後  

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

以下の情報を、診療録などより収集します。 

基本項目・患者情報・手術手技・X線計測・術後リハビリ・周術期合併症・転帰 

外部への 

試料・情報の 

提供 

指定のフォームに記入し、情報の収集を行う機関に郵送します。 

施設内ルールに従いカルテ番号等を匿名化した上で、さらに加工を施した研究対象者

ID (加工ID)で管理します。なお、研究対象者ID の作成方法については、厳重に管

理し公表しません。また、研究対象者ID と研究対象者の対応表を作成し、研究責任

者にて厳重に管理します。 

外部からの 

試料・情報の 

取得と保管 

該当しません 

研究組織 
一般社団法人 日本股関節学会 

日本股関節学会関節温存治療レジストリ委員会  

本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAX でお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 
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問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 整形外科 （研究責任者）稲葉 裕 

電話番号：045－787-2800（代表）  FAX：045－781－7922 

 【研究代表者：一般社団法人 日本股関節学会】 
 


